
プレスリリース

平成18年度畜水産物中のダイオキシン類の実態調査の結果
について

平成 18 年度に畜水産物中のダイオキシン類実態調査を実施しました。その結果、
畜産物及び貝類・甲殻類等では前年度の平均値と同程度でしたが、魚類では前年度
と比較して高い値となりました。その理由の一つとして、過去の調査で比較的高濃
度であった魚種の検体数を 18 年度より新たに増やしたことが考えられます。

なお、厚生労働省による調査では、農畜水産物からのダイオキシン類の一日摂取量
は耐容一日摂取量の 4分の 1程度でした。

　農林水産省では、「ダイオキシン対策推進基本指針」（平成 11 年 3 月ダイオキシン対
策関係閣僚会議）及び「食品の安全性に関する有害化学物質サーベイランス・モニタリ
ング中期計画」（平成 18 年 4 月 20 日公表）に基づき、平成 18 年度中に畜水産物中のダ
イオキシン類の実態調査を以下のとおり実施し、調査結果を取りまとめましたのでお知
らせします。

記

１　畜産物調査

　牛乳・乳製品・食肉・鶏卵（国産又は輸入）について調査を実施したところ、平成 17
年度の調査結果の平均値と同程度の濃度でした。

　

２　水産物調査

　魚類、貝類、甲殻類等（国産又は輸入）について調査を実施しました。魚類について
は、過去の調査結果から比較的高いダイオキシン類濃度が認められた魚種の検体数を平
成 18 年度より新たに増やしたことなどから、魚類の濃度の平均値が平成 17 年度と比較
して高い値となりましたが、平成 11 年度から 14 年度に実施した調査の平均値とは同程
度でした。貝類・甲殻類等の水産物については、平成 17 年度の調査結果の平均値と同
程度の濃度でした。

　なお、過去の調査結果については農林水産省ホームページにおいて公表しています。

３　今後の予定

　農林水産省としては、今後とも、農畜水産物中に含まれるダイオキシン類の実態調査
を継続していく予定です。　

平 成 20 年 1 月 25 日
農 林 水 産 省

1 / 2



（参考）ダイオキシン類の食品からの一日摂取量調査について

　厚生労働省が平成 18 年度に実施したダイオキシン類の食品からの一日摂取量調査
（平成 19 年 8 月 6 日公表）によれば、農畜水産物からのダイオキシン類摂取量は、耐容
一日摂取量の 4分の 1程度でした。

＜添付資料＞

・ 別添１畜産物調査
・ 別添２水産物調査
・（参考）魚介類のダイオキシン類の解説
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FAX：03-3502-8275

消費・安全局畜水産安全管理課
担当者：田垣、伊集院（水産物サーベイランス調査関係）
代表：03-3502-8111（内線 4540）
ダイヤルイン：03-6744-2105
FAX：03-3501-2685
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別添１

平成１８年度畜産物中のダイオキシン類実態調査結果

１．調査目的

「ダイオキシン対策推進基本指針」（平成１１年３月ダイオキシン対策関係閣

僚会議決定）及び「食品の安全性に関する有害化学物質のサーベイランス・モニ

タリング中期計画」（平成18年4月20日公表）に基づき、畜産物等に含まれるダ

イオキシン類の濃度実態を把握するため、実態調査を実施した。

２．調査方法

（１）調査対象畜産物

牛乳・乳製品（牛乳：30検体、チーズ：30検体）

食肉（国産牛肉：40検体、輸入牛肉20検体、豚肉：30検体、鶏肉：30検体）

鶏卵（全卵：30検体、乾燥卵白：30検体、乾燥卵黄：30検体）

（２）サンプリング方法

日本全国において国産品及び輸入品（牛肉、乾燥卵白、乾燥卵黄）から試料

を採取した。

（３）分析方法

分析方法は、「食品中のダイオキシン類及びコプラナー PCB の測定方法暫

定ガイドライン」（平成１１年１０月厚生省生活衛生局食品保健課。以下

「測定方法暫定ガイドライン」）に準拠した。

（４）調査対象物質

ポリ塩化ジベンゾ－パラ－ジオキシン（PCDD）及びポリ塩化ジベンゾフラ

ン（PCDF）のうち28種類、コプラナーＰＣＢ（Co-PCB）のうち12種類を調査

した。

（５）分析値の換算方法及び定量下限値

ダイオキシン類の分析結果は、WHO より1997年に提案され、Environmental
Health Perspective（1998）に掲載された毒性等価係数を換算係数として用いて

毒性等量（TEQ:Toxic Equivalent Quantity）に換算した。以下、調査結果におい

て、ダイオキシン類の濃度表示は、すべて TEQ に換算した数値である。

定量下限値については、各標準物質についてS/N=10に相当する量を分析の都

度求め、操作ブランクが認められた分析対象物質についてはブランクの標準偏

差の3倍に相当する量を求め、それらの値が「標準的検出下限値*」に示されて

いる値（牛乳については下表の値。以下同じ）以下であることを確認したため、

この「標準的検出下限値」を定量下限値として用いた。同位体毎の定量下限値

は下表のとおりである。定量下限値未満の数値は０とした。

*「測定方法暫定ガイドライン」による。
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ダイオキシン類の定量下限値 （単位：pg/g）

ダイオキシン類 種 類 食肉・鶏卵・チーズ 牛 乳

4 塩素化合物 0.01 0.005

5 塩素化合物 0.01 0.005

6 塩素化合物 PCDD : 7 0.02 0.01

7 塩素化合物 PCDF : 10 0.02 0.01

8 塩素化合物 0.05 0.02

Non-ortho PCBs 4 0.1 0.1

Mono-ortho PCBs 8 1 1

（６）回収率

回収率は、40～120％で「測定方法暫定ガイドライン」に示す内標準物質の

回収率の範囲内（40～120％）であった。

３．調査結果

調査結果は、以下のとおりであった。

畜産物のダイオキシン類実態調査（平成18年度）

調査対象 検体数 最低値 最高値 平均値

牛乳 30 0.00021 0.027 0.0091

チーズ 30 0.00039 0.17 0.093

国産牛肉 40 0.0030 1.7 0.29

輸入牛肉 20 0 2.2 0.24

豚肉 30 0.00015 0.093 0.014

鶏肉 30 0.0025 0.30 0.063

鶏卵(全卵) 30 0.0030 0.12 0.039

乾燥卵白 30 0 0.24 0.023

乾燥卵黄 30 0.034 0.61 0.24

単位：pg-TEQ/g湿重量
注 ：最低値及び最高値は、各化合物の実測値に毒性等価係数を乗じ、その合計の値を有効数

字２けたで表示した。

平均値は、各区分ごとの毒性等量（TEQ）を平均したのち、有効数字２けたで表示した。

全てのダイオキシン類が定量下限値未満であった場合を「0」とした。

４．結果考察

これらの結果は、

１）これまでに厚生労働省及び農林水産省が実施した調査における畜産物の分

析値と同程度であること。

２）厚生労働省の実施したダイオキシン類の１日摂取量調査によると、畜産物

からのダイオキシン類の摂取量は、ダイオキシン類の耐容一日摂取量（TDI）
と比較して２％程度であること。

以上の点を考慮すれば、これらの濃度で含有されたダイオキシン類が健康に悪影

響を及ぼす可能性は低いと考えられる。
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別添２

平成18年度水産物（魚介類）中のダイオキシン類の実態調査結果

１．調査目的

（１）魚介類のダイオキシン類濃度の実態については、「ダイオキシン対策推進基本指針」

（平成11年3月ダイオキシン対策関係閣僚会議決定）に基づき、水産物を安全かつ持続

的に提供する観点から、平成11年度から平成14年度に引き続き、わが国沿岸域等の魚介

類中のダイオキシン類の実態把握調査を実施している（平成15年度から19年度までの5

ヶ年計画）。

（２）また、「食品の安全性に関する有害化学物質のサーベイランス・モニタリング中期計

画（平成18年4月20日公表）」に基づき、食品の安全性に関するリスク管理に必要なデ

ータを得るため、平成18年度から漁獲量が多い魚種や過去の調査結果から比較的高いダ

イオキシン類濃度が認められた魚種を対象とした含有実態調査を行っている。

２．調査方法

（１）調査対象魚介類

① 本調査

我が国の食生活の実態を踏まえ、我が国周辺水域の主要漁場にて漁獲対象とされている魚

介類、さらには遠洋・輸入魚介類から調査対象種を選定し、94種、246検体について

調査を実施した。（調査対象種の漁獲水域については、「我が国周辺の水域区分」及び

「FAO漁獲統計海区」を参照。）

１）魚類（59種、194検体）

※「サーベイランス・モニタリング計画」の調査対象となっている、カタクチイワシ、

コノシロ、マサバ、スズキ、タチウオ、ホッケの6種60検体を含む。

２）貝類（12種、18検体）

３）甲殻類（12種、15検体）

４）その他の水産動植物（11種、19検体）

注）本調査における「魚介類」には水産植物（海藻類）を含む。

② 部位別調査（12種、34検体）

本調査を補完する目的で、特定の部位（内臓含む）を摂取する場合がある魚介類を対象

に、それらの各部位又は全体を対象とした調査を12種、34検体で実施した。

１）魚類（8種、27検体）

２）甲殻類（3種、5検体）

３）その他の水産動植物（1種、2検体）

（２）サンプリング方法

試料は、産地、市場等から魚介類を買い取るなどの方法にて採取した。分析に供した検

体は、1検体あたり原則として10個体以上をとり重量が1kg以上となるよう調製した。

（３）分析方法

分析方法は、「食品中のダイオキシン類及びコプラナーPCBの測定方法暫定ガイドライ
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ン」（平成11年10月厚生省生活衛生局食品保健課。以下「測定方法暫定ガイドライン」）

に準拠した。

（４）調査対象物質

ポリ塩化ジベンゾ－パラ－ジオキシン（PCDD）及びポリ塩化ジベンゾフラン（PCDF）の

うち28種類、コプラナーＰＣＢ（Co-PCB）のうち12種類を調査した。

（５）定量下限値

JIS K0312(2005)「工業用水・工場排水中のダイオキシン類の測定方法」に従い、以下

の手順で試料ごとの「定量下限」を求め、それらの値が「測定方法暫定ガイドライン」に

記載されている「標準的検出下限値」を下回っていることを確認したため、「標準的検出

下限値」を定量下限値とした。各種物質の定量下限値は下記のとおりである。定量下限値

以上の測定値を各試料中のダイオキシン類濃度とし、定量下限値未満の数値は０とした。

○ ダイオキシン類の定量下限値

PCDD、PCDF ：0.01 pg/g（4,5塩化物）
0.02 pg/g（6,7塩化物）
0.05 pg/g（8塩化物）

Co-PCB ：0.1 pg/g（3,3',4,4'-TCB、3,4,4',5-TCB、3,3',4,4',5-PCB、3,3',4,4',5,5'-HCB）
1 pg/g（その他）

pg（ピコグラム）：ピコは単位の一つで、一兆分の１を示す。１pgは、１兆分の１グラム。

○ JIS K0312(2005)「工業用水・工場排水中のダイオキシン類の測定方法、7.5 検出下限及び定量

下限」の概要

（１）装置の検出下限及び定量下限

最低濃度（各標準物質をそれぞれ四塩素化物、五塩素化物で0.1～0.5pg、六塩素化物及び七

塩素化物で0.2～1.0pg、八塩化物で0.5～2.5pg、Co-PCBで 0.2～1.0pgを含む）の検量線作成

用標準液を測定し、各化合物を定量した。この操作を5回以上繰り返し、得られた測定値から

標準偏差を求め、その3倍を測定装置の検出下限、10倍を定量下限（①）とした。

（２）測定方法の検出下限及び定量下限

測定に用いるものと同量の抽出溶媒を濃縮した抽出液に、装置への注入量などにより①を換

算した量の標準物質を添加し、各化合物を定量した。この操作を5回以上繰り返し、得られた

測定値から標準偏差を求め、その3倍を測定方法の検出下限、10倍を定量下限（②）とした。

（３）試料における検出下限及び定量下限

試料における検出下限及び定量下限は、②を試料の採取量・抽出量などによって換算した。

（６）分析値の換算方法

ダイオキシン類の分析結果は、WHOより1997年に提案され、Envi ronmen tal H ealth

Perspective（1998）に掲載された毒性等価係数を換算係数として用いて毒性等量（TEQ:

Toxic Equivalent Quantity）に換算した。以下、調査結果において、ダイオキシン類の

濃度表示は、すべてTEQに換算した数値である。

TEQ（毒性等量) ：ダイオキシン類には多くの異性体があり、それぞれ毒性の強さが異なる。異性
体の中でも最も毒性の強い2,3,7,8-TCDDの毒性を1として各異性体の毒性を換算
し、これを総和した値
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（７）回収率

回収率は、41～120%で「測定方法暫定ガイドライン」に示す内標準物質の回収率の範囲

内（40～120%）であった。

３．調査結果

平成18年度の全検体（部位別調査を除く）の調査結果は別表1のとおりである。

また、筋肉部以外の部位を摂取する場合がある魚介類及び内臓を含めて摂取する場合が

ある魚介類を対象に補完的に実施した部位別調査の結果は、別表2のとおりである。

１）平成18年度本調査結果概要（魚介類別平均値）

（単位：pg-TEQ/g湿重量）

区 分 検体数 ダイオキシン類

最低値 最高値 平均値

魚介類全体 246 0 24 1.1

うち国内産 (沿岸・沖合) 187 0 8.2 1.2

遠洋・輸入 59 0 24 0.81

魚類 194 0.00010 24 1.4

うち国内産 (沿岸・沖合) 149 0.013 8.2 1.5

遠洋・輸入 45 0.00010 24 1.0

貝類 18 0.00010 0.77 0.16

うち国内産 (沿岸・沖合) 14 0.0016 0.77 0.19

遠洋・輸入 4 0.00010 0.18 0.062

甲殻類 15 0.0032 1.0 0.26

うち国内産 (沿岸・沖合) 10 0.0032 1.0 0.32

遠洋・輸入 5 0.0042 0.65 0.15

その他水産動植物 19 0 0.81 0.14

うち国内産 (沿岸・沖合) 14 0 0.81 0.19

遠洋・輸入 5 0 0.034 0.012

注 最低値及び最高値は、各化合物の実測値に毒性等価係数を乗じ、その合計の値を有効数字2けた

で表示した。

平均値は、各区分ごとの毒性等量（TEQ）を平均したのち、有効数字2けたで表示した。

全てのダイオキシン類が定量下限値未満であった場合を「0」とした。



- 4 -

２）平成18年度本調査結果と過去の調査結果との比較（魚介類別平均値）

区分 18年度 検体数 17年度 検体数 16年度 検体数 15年度 検体数 11～14年度 検体数

魚介類 1.1
246

0.69
297

0.79
341

0.75
344

0.91
423

0.30 0.22 0.24 0.25 0.30

うち魚類 1.4
194

0.92
202

1.1
229

0.98
223

1.2
273

0.36 0.27 0.29 0.30 0.34

うち貝類 0.16
18

0.15
30

0.19
32

0.16
40

0.25
49

0.094 0.087 0.11 0.087 0.18

うち甲殻類 0.26
15

0.22
27

0.48
30

1.1
27

1.2
31

注） 0.14 0.12 0.23 0.52 0.57

うちその他の 0.14
19

0.20
38

0.15
50

0.11
54

0.23
70

水産動植物 0.084 0.12 0.083 0.053 0.10

上段：ダイオキシン類（ダイオキシン＋Co-PCB）、下段：ダイオキシン （単位：pg-TEQ/g湿重量）

注:平均値は、各区分ごとの毒性等量（TEQ）を平均したのち、有効数字2けたで表示した。

平成16年度から甲殻類の一部（カニ類）については、筋肉部のみを分析。

３）「サーベイランス・モニタリング計画」の対象種の調査結果

調査対象 検体数 最低値 最高値 平均値

魚 類 194 0.0001 24 1.4

ｶﾀｸﾁｲﾜｼ 10 0.23 0.96 0.48

ｺ ﾉ ｼ ﾛ 10 0.97 6.5 3.0

うち、 ﾏ ｻ ﾊ ﾞ 10 0.20 2.2 0.89

＊ ｽ ｽ ﾞ ｷ 10 1.4 8.2 3.7

ﾀ ﾁ ｳ ｵ 10 1.0 3.7 2.0

ﾎ ｯ ｹ 10 0.28 1.5 0.56

＊「サーベイランス・モニタリング計画」調査対象魚種 （単位：pg-TEQ/g湿重量）

注 最低値及び最高値は、各化合物の実測値に毒性等価係数を乗じ、その合計の値を有効数字

2けたで表示した。

平均値は、各区分ごとの毒性等量（TEQ）を平均したのち、有効数字2けたで表示した。

４．結果考察

これまで、魚介類について幅広くダイオキシンの実態調査を実施してきたが、平成18年

度からは、新たに「サーベイランス・モニタリング計画」を含めて調査を開始することと

したため、過去の調査で比較的高濃度であった魚種の検体数を増やした。その結果、平成

18年度の同計画対象6魚種の1種あたりの検体数（1種当り10検体）は他の魚種（1種当り約

3検体）より多くなり、魚類の総検体数の約3割を占めたが、これらのダイオキシン類検出

値が相対的に高かったため、魚類については、前年度の平均値（0.92 pg-TEQ/g湿重量）

より高い値（1.4 pg-TEQ/g湿重量）となった。

なお、魚類194検体のうち、上述した60検体を除いた134検体のダイオキシン類の平均値

は1.2 pg-TEQ/g湿重量となり過去の平均値と同程度であった。

また、今回の調査では、他の検体と比較して極めて高濃度（24 pg-TEQ/g湿重量）のダ

イオキシン類が検出された1検体（ｵﾗﾝﾀﾞ産ﾏｲﾜｼ)があったことも平均値を上げる要因とな
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った。

なお、本調査では、なるべく多くの魚介類の実態を把握をするために、調査年度によっ

て異なる魚種或いは検体数を調査している場合がある。

また、厚生労働省の平成18年度食品からのダイオキシン類一日摂取量調査では、日本人

の一般的な食生活で取り込まれるダイオキシン類の量は約1.04 pg-TEQ/kg体重/日（その

うち魚介類は約0.94 pg-TEQ/kg体重/日）である。環境省により調査された大気、土壌か

ら取り込む量とあわせて人が１日に平均的に摂取するダイオキシン類の量の合計は、約1.

07 pg-TEQ/kg体重/日と推定される。

この水準は、耐容一日摂取量(TDI)の4 pg-TEQ/kg体重/日を下回っており、健康に影響

を与えるものではないと考えられる。厚生労働省は、同調査結果公表に当たり、｢一部の

食品を過度に摂取するのではなく、バランスの取れた食生活が重要であることが示唆され

ました」と記述している。

食品からのダイオキシン類摂取量と耐容摂取量の比較

注）厚生労働省「平成１８年度食品からのダイオキシン類一日摂取量調査等の調査結果について」、環境

省「平成１７年度ダイオキシン類の蓄積・ばく露状況及び臭素系ダイオキシン類の調査について」

から水産庁作成。

５ 今後の予定

本調査結果を我が国におけるダイオキシン類の魚介類からの摂取量推定に活用するととも

に、平成19年度も魚介類中のダイオキシン類の実態調査を継続的に実施し、あわせて魚介類

のダイオキシン類に関する調査研究を推進していくこととしている。

魚介類

魚介類以外の食品

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

大気

土壌

魚介類以外の食品　

魚介類　　

ダイオキシン類の耐容摂取量
（4pg-TEQ/kg体重/日）

実際の摂取量

（1.07pg-TEQ/kg体重/日）







平成18年度魚介類中のダイオキシン類蓄積実態調査結果（本調査） ［別表１］
No.1

1 国産 天然 東京湾 ｱﾅｺﾞ(ﾏｱﾅｺﾞ) 11.7 0.74 3.0 3.7
2 国産 天然 伊勢・三河湾 ｱﾅｺﾞ(ﾏｱﾅｺﾞ) 16.3 0.70 2.2 2.9
3 国産 天然 大阪湾 ｱﾅｺﾞ(ﾏｱﾅｺﾞ) 14.9 0.45 1.1 1.6
4 国産 天然 瀬戸内海東部 ｱﾅｺﾞ(ﾏｱﾅｺﾞ) 14.0 0.80 2.7 3.5
5 国産 天然 瀬戸内海西部 ｱﾅｺﾞ(ﾏｱﾅｺﾞ) 17.2 1.1 1.7 2.8
6 国産 天然 九州北西部沖 ｱﾏﾀﾞｲ(ｱｶｱﾏﾀﾞｲ) 2.8 0.21 0.28 0.49
7 国産 天然 近畿地方 ｱﾕ 1.8 0.031 0.076 0.11
8 国産 養殖 近畿地方 ｱﾕ 7.5 0.011 0.13 0.14
9 国産 天然 山陰沖 ｲｻｷ 8.9 0.23 0.46 0.69
10 国産 天然 九州北西部沖 ｲﾎﾞﾀﾞｲ 7.3 0.13 0.30 0.43
11 国産 養殖 東海地方 ｳﾅｷﾞ 23.3 0.10 0.59 0.69
12 国産 養殖 東海地方 ｳﾅｷﾞ 26.2 0.23 0.62 0.85
13 国産 養殖 九州地方 ｳﾅｷﾞ 25.1 0.17 0.73 0.90
14 輸入 (台湾) 養殖 台湾 ｳﾅｷﾞ 23.8 0.21 0.65 0.86
15 輸入 (中国) 養殖 中国 ｳﾅｷﾞ 24.4 0.30 0.29 0.58
16 輸入 (中国) 養殖 中国 ｳﾅｷﾞ 25.6 0.22 0.31 0.52
17 国産 天然 山陰沖 ｳﾙﾒｲﾜｼ 2.1 0.063 0.14 0.20
18 国産 天然 関東沖 ｶﾀｸﾁｲﾜｼ※ 2.0 0.095 0.19 0.28
19 国産 天然 関東沖 ｶﾀｸﾁｲﾜｼ※ 1.1 0.080 0.15 0.23
20 国産 天然 関東沖 ｶﾀｸﾁｲﾜｼ※ 2.7 0.17 0.30 0.47
21 国産 天然 関東沖 ｶﾀｸﾁｲﾜｼ※ 5.8 0.40 0.56 0.96
22 国産 天然 伊勢・三河湾 ｶﾀｸﾁｲﾜｼ 5.3 0.17 0.24 0.41
23 国産 天然 伊勢・三河湾 ｶﾀｸﾁｲﾜｼ※ 4.8 0.14 0.19 0.33
24 国産 天然 伊勢・三河湾 ｶﾀｸﾁｲﾜｼ※ 6.1 0.21 0.25 0.46
25 国産 天然 伊勢・三河湾 ｶﾀｸﾁｲﾜｼ※ 8.1 0.21 0.28 0.50
26 国産 天然 瀬戸内海東部 ｶﾀｸﾁｲﾜｼ 0.7 0.14 0.25 0.39
27 国産 天然 瀬戸内海東部 ｶﾀｸﾁｲﾜｼ※ 1.0 0.13 0.25 0.38
28 国産 天然 瀬戸内海東部 ｶﾀｸﾁｲﾜｼ※ 0.9 0.23 0.26 0.49
29 国産 天然 瀬戸内海東部 ｶﾀｸﾁｲﾜｼ※ 1.0 0.22 0.53 0.75
30 国産 天然 東北沖太平洋 ｶﾂｵ 4.6 0.11 0.42 0.53
31 国産 (遠洋) 天然 北西太平洋 ｶﾂｵ 1.8 0.043 0.17 0.21
32 国産 天然 四国南部沖 ｶﾂｵ 0.6 0.080 0.35 0.43
33 輸入 (台湾) 天然 中西太平洋 ｶﾂｵ 1.2 0 0.033 0.033
34 輸入 (ｱﾒﾘｶ) 天然 北東太平洋 ｶﾚｲ 1.1 0.0030 0.015 0.018
35 国産 天然 東北沖太平洋 ｶﾚｲ(ﾏｺｶﾞﾚｲ) 0.3 0.068 0.14 0.21
36 国産 天然 東京湾 ｶﾚｲ(ﾏｺｶﾞﾚｲ) 0.3 0.14 0.54 0.68
37 国産 天然 瀬戸内海東部 ｶﾚｲ(ﾏｺｶﾞﾚｲ) 2.7 0.24 0.44 0.68
38 国産 天然 大阪湾 ｶﾚｲ(ﾒｲﾀｶﾞﾚｲ) 0.9 0.27 0.39 0.66
39 国産 天然 九州北西部沖 ｶﾜﾊｷﾞ 0.1未満 0.0010 0.012 0.013
40 国産 天然 東北沖太平洋 ｷﾁｼﾞ 18.1 1.5 1.7 3.2
41 国産 (遠洋) 天然 中東太平洋 ｷﾊﾀﾞ 0.6 0 0.034 0.034
42 国産 (遠洋) 天然 中東大西洋 ｷﾊﾀﾞ 0.3 0.0010 0.12 0.12
43 国産 (遠洋) 天然 東インド洋 ｷﾊﾀﾞ 1.4 0 0.045 0.045
44 輸入 (韓国) 天然 西インド洋 ｷﾊﾀﾞ 0.8 0 0.033 0.033
45 輸入 (台湾) 天然 中東太平洋 ｷﾊﾀﾞ 0.3 0 0.021 0.021
46 輸入 (台湾) 天然 中東大西洋 ｷﾊﾀﾞ 0.3 0 0.053 0.053
47 国産 (遠洋) 天然 東インド洋 ｸﾛｶｼﾞｷ 0.1 0 0.00010 0.00010
48 国産 天然 瀬戸内海東部 ｸﾛﾀﾞｲ 0.7 0.18 0.34 0.51
49 国産 天然 瀬戸内海西部 ｸﾛﾀﾞｲ 0.9 0.20 0.57 0.77
50 国産 天然 山陰沖 ｸﾛﾏｸﾞﾛ 6.6 0.84 3.5 4.4
51 国産 天然 山陰沖 ｸﾛﾏｸﾞﾛ 8.0 0.97 4.1 5.1
52 輸入 (ﾒｷｼｺ) 養殖 中東太平洋 ｸﾛﾏｸﾞﾛ 9.6 0.14 1.8 2.0
53 輸入 (ﾒｷｼｺ) 養殖 中東太平洋 ｸﾛﾏｸﾞﾛ 8.1 0.097 1.4 1.5
54 国産 天然 東京湾 ｺﾉｼﾛ 3.5 0.71 1.8 2.5
55 国産 天然 東京湾 ｺﾉｼﾛ※ 8.1 1.5 5.1 6.5
56 国産 天然 東京湾 ｺﾉｼﾛ※ 1.4 0.46 1.1 1.5
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平成18年度魚介類中のダイオキシン類蓄積実態調査結果（本調査） ［別表１］
No.2
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57 国産 天然 大阪湾 ｺﾉｼﾛ 8.2 1.1 2.5 3.6
58 国産 天然 大阪湾 ｺﾉｼﾛ※ 7.4 0.92 2.8 3.7
59 国産 天然 大阪湾 ｺﾉｼﾛ※ 9.3 1.1 2.9 4.0
60 国産 天然 大阪湾 ｺﾉｼﾛ※ 9.1 1.2 2.7 3.9
61 国産 天然 瀬戸内海東部 ｺﾉｼﾛ※ 9.9 1.5 2.3 3.8
62 国産 天然 瀬戸内海東部 ｺﾉｼﾛ※ 13.8 1.6 1.4 3.0
63 国産 天然 九州北西部沖 ｺﾉｼﾛ※ 17.0 0.54 0.43 0.97
64 国産 天然 九州北西部沖 ｺﾉｼﾛ※ 15.3 0.64 0.49 1.1
65 国産 天然 九州北西部沖 ｺﾉｼﾛ※ 14.3 0.66 0.46 1.1
66 国産 養殖 東北沖太平洋 ｻｹ(ｷﾞﾝｻﾞｹ) 15.8 0.38 1.7 2.1
67 輸入 (ﾁﾘ) 養殖 南東太平洋 ｻｹ(ｷﾞﾝｻﾞｹ) 16.2 0.015 0.17 0.18
68 国産 天然 北海道沖日本海 ｻｹ(ｼﾛｻﾞｹ) 2.5 0.041 0.10 0.14
69 国産 天然 北海道沖日本海 ｻｹ(ｼﾛｻﾞｹ) 2.4 0.042 0.11 0.15
70 国産 天然 東北沖太平洋 ｻｹ(ｼﾛｻﾞｹ) 2.2 0.040 0.091 0.13
71 国産 天然 東北沖太平洋 ｻｹ(ｼﾛｻﾞｹ) 1.7 0.039 0.082 0.12
72 国産 天然 北海道沖日本海 ｻｹ(ｼﾛｻﾞｹ)卵 14.1 0.078 0.20 0.28
73 輸入 (ﾛｼｱ) 天然 北西太平洋 ｻｹ(ﾍﾞﾆｻﾞｹ) 7.7 0.23 0.36 0.59
74 国産 天然 九州北西部沖 ｻﾊﾞ(ｺﾞﾏｻﾊﾞ) 18.0 0.62 0.89 1.5
75 輸入 (ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ) 天然 北東大西洋 ｻﾊﾞ(ﾀｲｾｲﾖｳｻﾊﾞ) 17.7 0.16 0.50 0.66
76 輸入 (ﾉﾙｳｪｰ) 天然 北東大西洋 ｻﾊﾞ(ﾀｲｾｲﾖｳｻﾊﾞ) 29.7 0.15 0.72 0.88
77 国産 天然 東北沖太平洋 ｻﾊﾞ(ﾏｻﾊﾞ)※ 23.5 0.13 0.40 0.53
78 国産 天然 東北沖太平洋 ｻﾊﾞ(ﾏｻﾊﾞ)※ 24.7 0.21 0.57 0.78
79 国産 天然 東北沖太平洋 ｻﾊﾞ(ﾏｻﾊﾞ)※ 12.2 0.16 0.47 0.63
80 国産 天然 東北沖太平洋 ｻﾊﾞ(ﾏｻﾊﾞ) 13.7 0.37 1.5 1.8
81 国産 天然 東北沖太平洋 ｻﾊﾞ(ﾏｻﾊﾞ) 4.8 0.14 0.31 0.45
82 国産 天然 東北沖太平洋 ｻﾊﾞ(ﾏｻﾊﾞ)※ 19.9 0.28 0.68 0.96
83 国産 天然 関東沖 ｻﾊﾞ(ﾏｻﾊﾞ) 5.9 0.055 0.21 0.26
84 国産 天然 関東沖 ｻﾊﾞ(ﾏｻﾊﾞ)※ 4.3 0.043 0.15 0.20
85 国産 天然 関東沖 ｻﾊﾞ(ﾏｻﾊﾞ)※ 6.0 0.043 0.15 0.20
86 国産 天然 関東沖 ｻﾊﾞ(ﾏｻﾊﾞ)※ 15.5 0.18 0.49 0.66
87 国産 天然 瀬戸内海東部 ｻﾊﾞ(ﾏｻﾊﾞ)※ 5.1 0.62 0.87 1.5
88 国産 天然 瀬戸内海東部 ｻﾊﾞ(ﾏｻﾊﾞ)※ 6.0 0.52 0.81 1.3
89 国産 天然 九州北西部沖 ｻﾊﾞ(ﾏｻﾊﾞ) 22.4 1.1 1.8 2.9
90 国産 天然 九州北西部沖 ｻﾊﾞ(ﾏｻﾊﾞ)※ 21.2 0.95 1.2 2.2
91 国産 天然 東北沖太平洋 ｻﾒ(ﾈｽﾞﾐｻﾞﾒ) 4.0 0.51 1.1 1.6
92 国産 天然 九州北西部沖 ｻﾜﾗ 1.9 0.09 0.20 0.28
93 輸入 (韓国) 天然 北西太平洋 ｻﾜﾗ 15.0 0.75 1.8 2.6
94 国産 天然 襟裳岬以東太平洋 ｻﾝﾏ 25.3 0.025 0.14 0.16
95 国産 天然 襟裳岬以東太平洋 ｻﾝﾏ 19.4 0.025 0.16 0.18
96 国産 天然 東北沖太平洋 ｻﾝﾏ 18.1 0.030 0.17 0.20
97 国産 天然 関東地方 ｼﾗｳｵ 0.6 0.12 0.065 0.18
98 国産 天然 大阪湾 ｼﾗｽ 0.7 0.032 0.095 0.13
99 国産 天然 瀬戸内海西部 ｼﾗｽ 0.9 0.039 0.036 0.075
100 国産 天然 瀬戸内海東部 ｼﾛｸﾞﾁ 0.9 0.042 0.63 0.67
101 国産 天然 東北沖太平洋 ｽｹﾄｳﾀﾞﾗ 0.3 0.0025 0.013 0.015
102 輸入 (ｱﾒﾘｶ) 天然 北東太平洋 ｽｹﾄｳﾀﾞﾗ 0.4 0.0010 0.00060 0.0016
103 国産 天然 東北沖太平洋 ｽｹﾄｳﾀﾞﾗ卵 4.6 0.060 0.21 0.27
104 輸入 (ﾛｼｱ) 天然 北西太平洋 ｽｹﾄｳﾀﾞﾗ卵 4.8 0.027 0.17 0.20
105 国産 天然 東京湾 ｽｽﾞｷ 3.1 1.0 5.2 6.2
106 国産 天然 東京湾 ｽｽﾞｷ※ 4.0 0.30 1.5 1.8
107 国産 天然 東京湾 ｽｽﾞｷ※ 2.9 0.73 2.9 3.6
108 国産 天然 東京湾 ｽｽﾞｷ※ 2.9 0.55 3.0 3.5
109 国産 天然 東京湾 ｽｽﾞｷ※ 1.9 0.52 2.3 2.8
110 国産 天然 伊勢・三河湾 ｽｽﾞｷ 2.8 0.79 2.2 3.0
111 国産 天然 伊勢・三河湾 ｽｽﾞｷ※ 2.4 0.45 1.6 2.0
112 国産 天然 伊勢・三河湾 ｽｽﾞｷ※ 1.1 0.32 1.1 1.4
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平成18年度魚介類中のダイオキシン類蓄積実態調査結果（本調査） ［別表１］
No.3
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113 国産 天然 伊勢・三河湾 ｽｽﾞｷ※ 1.2 0.63 1.2 1.9
114 国産 天然 大阪湾 ｽｽﾞｷ 5.2 1.2 6.4 7.6
115 国産 天然 大阪湾 ｽｽﾞｷ※ 4.0 0.89 7.3 8.2
116 国産 天然 大阪湾 ｽｽﾞｷ※ 4.1 1.0 5.2 6.2
117 国産 天然 大阪湾 ｽｽﾞｷ※ 3.9 1.0 4.2 5.2
118 国産 天然 瀬戸内海東部 ｽｽﾞｷ 3.5 0.60 2.0 2.6
119 国産 天然 東京湾 ﾀﾁｳｵ 6.6 0.41 1.7 2.1
120 国産 天然 大阪湾 ﾀﾁｳｵ※ 2.5 0.51 2.1 2.6
121 国産 天然 大阪湾 ﾀﾁｳｵ※ 3.5 0.61 2.7 3.3
122 国産 天然 大阪湾 ﾀﾁｳｵ 2.4 0.55 2.2 2.7
123 国産 天然 大阪湾 ﾀﾁｳｵ※ 5.6 0.80 2.9 3.7
124 国産 天然 大阪湾 ﾀﾁｳｵ※ 2.1 0.44 1.1 1.6
125 国産 天然 瀬戸内海東部 ﾀﾁｳｵ 0.9 0.15 0.73 0.87
126 国産 天然 瀬戸内海東部 ﾀﾁｳｵ※ 1.4 0.19 0.85 1.0
127 国産 天然 瀬戸内海東部 ﾀﾁｳｵ※ 3.1 0.54 1.4 2.0
128 国産 天然 瀬戸内海東部 ﾀﾁｳｵ※ 2.1 0.42 1.1 1.5
129 国産 天然 瀬戸内海西部 ﾀﾁｳｵ※ 3.4 0.28 0.87 1.2
130 国産 天然 瀬戸内海西部 ﾀﾁｳｵ※ 4.4 0.44 1.2 1.7
131 国産 天然 瀬戸内海西部 ﾀﾁｳｵ※ 4.0 0.38 1.0 1.4
132 国産 天然 九州北西部沖 ﾀﾁｳｵ 2.6 0.19 0.62 0.81
133 国産 天然 九州北西部沖 ﾀﾁｳｵ 1.3 0.052 0.16 0.21
134 国産 天然 九州北西部沖 ﾁﾀﾞｲ 6.1 0.22 0.38 0.60
135 国産 天然 北海道地方 ﾄﾞｼﾞｮｳ 2.7 2.0 0.19 2.2
136 輸入 (中国) 天然 中国 ﾄﾞｼﾞｮｳ 2.3 0.50 0.45 0.95
137 国産 天然 九州北西部沖 ﾄﾋﾞｳｵ 0.6 0.0060 0.046 0.052
138 輸入 (ﾉﾙｳｪｰ) 養殖 北東大西洋 ﾄﾗｳﾄ 20.8 0.32 1.3 1.6
139 輸入 (ｱﾒﾘｶ) 天然 北東太平洋 ﾆｼﾝ 13.7 0.086 0.16 0.24
140 輸入 (ｶﾅﾀﾞ) 天然 北西大西洋 ﾆｼﾝ卵 3.9 0.073 0.046 0.12
141 国産 天然 東北沖日本海 ﾊﾀﾊﾀ 2.8 1.0 0.90 1.9
142 国産 天然 四国南部沖 ﾊﾓ 2.2 0.13 1.1 1.3
143 国産 天然 瀬戸内海西部 ﾋﾗﾒ 0.4 0.060 0.17 0.23
144 国産 養殖 瀬戸内海西部 ﾋﾗﾒ 2.7 0.32 0.70 1.0
145 国産 (遠洋) 天然 北西太平洋 ﾋﾞﾝﾅｶﾞ 5.3 0.091 0.48 0.57
146 国産 (遠洋) 天然 北西太平洋 ﾋﾞﾝﾅｶﾞ 8.0 0.11 0.47 0.58
147 国産 (遠洋) 天然 東インド洋 ﾋﾞﾝﾅｶﾞ 0.7 0 0.047 0.047
148 輸入 (韓国) 天然 西インド洋 ﾋﾞﾝﾅｶﾞ 0.3 0 0.024 0.024
149 国産 天然 北陸沖 ﾌﾞﾘ 7.2 0.54 1.3 1.9
150 国産 天然 山陰沖 ﾌﾞﾘ 9.9 0.34 1.1 1.5
151 国産 天然 九州北西部沖 ﾌﾞﾘ 4.5 0.34 0.94 1.3
152 国産 養殖 瀬戸内海南部 ﾌﾞﾘ 22.2 1.2 3.4 4.6
153 国産 養殖 九州南部沖 ﾌﾞﾘ 9.5 0.71 3.3 4.0
154 国産 養殖 九州南部沖 ﾌﾞﾘ 20.0 0.82 2.4 3.2
155 国産 天然 オホーツク海 ﾎｯｹ※ 9.9 0.16 0.27 0.43
156 国産 天然 オホーツク海 ﾎｯｹ※ 7.2 0.14 0.23 0.37
157 国産 天然 オホーツク海 ﾎｯｹ※ 6.6 0.13 0.24 0.37
158 国産 天然 オホーツク海 ﾎｯｹ※ 10.9 0.10 0.18 0.28
159 国産 天然 オホーツク海 ﾎｯｹ※ 10.6 0.12 0.20 0.32
160 国産 天然 北海道沖日本海 ﾎｯｹ※ 6.9 0.27 0.46 0.73
161 国産 天然 北海道沖日本海 ﾎｯｹ※ 6.1 0.32 0.54 0.86
162 国産 天然 北海道沖日本海 ﾎｯｹ 9.0 0.53 0.95 1.5
163 国産 天然 北海道沖日本海 ﾎｯｹ 7.9 0.52 0.93 1.4
164 国産 天然 東北沖太平洋 ﾎｯｹ※ 9.4 0.71 0.84 1.5
165 国産 天然 東北沖太平洋 ﾎｯｹ※ 5.8 0.13 0.22 0.35
166 国産 天然 東北沖太平洋 ﾎｯｹ※ 6.9 0.14 0.21 0.35
167 国産 天然 伊勢・三河湾 ﾎﾞﾗ 6.4 0.55 1.3 1.9
168 国産 天然 伊勢・三河湾 ﾏｱｼﾞ 8.1 0.65 0.54 1.2
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平成18年度魚介類中のダイオキシン類蓄積実態調査結果（本調査） ［別表１］
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169 国産 天然 山陰沖 ﾏｱｼﾞ 5.2 0.34 0.38 0.72
170 国産 天然 九州北西部沖 ﾏｱｼﾞ 4.4 0.11 0.16 0.27
171 輸入 (ｵﾗﾝﾀﾞ) 天然 北東大西洋 ﾏｱｼﾞ(ﾆｼﾏｱｼﾞ) 10.8 0.63 1.4 2.0
172 国産 天然 関東沖 ﾏｲﾜｼ 8.8 0.052 0.14 0.19
173 国産 天然 東海沖 ﾏｲﾜｼ 7.8 0.35 0.57 0.93
174 輸入 (ｵﾗﾝﾀﾞ) 天然 北東大西洋 ﾏｲﾜｼ 12.7 3.9 21 24
175 国産 天然 九州北西部沖 ﾏﾀﾞｲ 2.0 0.17 0.23 0.40
176 国産 養殖 東海沖 ﾏﾀﾞｲ 8.7 0.14 0.53 0.67
177 国産 養殖 瀬戸内海南部 ﾏﾀﾞｲ 6.3 0.071 0.41 0.48
178 輸入 (ﾆｭｰｼﾞｰﾗﾝﾄﾞ) 天然 南西太平洋 ﾏﾀﾞｲ 0.9 0.011 0.052 0.063
179 国産 天然 オホーツク海 ﾏﾀﾞﾗ 0.1未満 0.0010 0.025 0.026
180 国産 天然 東北沖太平洋 ﾏﾀﾞﾗ 0.1 0.0015 0.024 0.025
181 輸入 (ﾛｼｱ) 天然 北西太平洋 ﾏﾀﾞﾗ 0.6 0.0010 0.014 0.015
182 国産 (遠洋) 天然 南東大西洋 ﾐﾅﾐﾏｸﾞﾛ 8.1 0.055 0.55 0.60
183 国産 (遠洋) 天然 西インド洋 ﾐﾅﾐﾏｸﾞﾛ 7.9 0.040 0.47 0.51
184 輸入 (ｵｰｽﾄﾗﾘｱ) 養殖 東インド洋 ﾐﾅﾐﾏｸﾞﾛ 17.0 0.25 1.6 1.9
185 輸入 (ｵｰｽﾄﾗﾘｱ) 養殖 東インド洋 ﾐﾅﾐﾏｸﾞﾛ 12.9 0.19 1.1 1.2
186 国産 天然 九州北西部沖 ﾑﾛｱｼﾞ(ﾏﾙｱｼﾞ) 8.9 0.65 0.88 1.5
187 輸入 (韓国) 天然 西インド洋 ﾒｶｼﾞｷ 2.7 0.018 0.035 0.053
188 国産 (遠洋) 天然 中東太平洋 ﾒﾊﾞﾁ 0.9 0.0050 0.064 0.069
189 国産 (遠洋) 天然 中西太平洋 ﾒﾊﾞﾁ 2.2 0.020 0.10 0.12
190 国産 (遠洋) 天然 南東大西洋 ﾒﾊﾞﾁ 1.7 0.0050 0.047 0.052
191 輸入 (韓国) 天然 中東太平洋 ﾒﾊﾞﾁ 1.0 0.0050 0.066 0.071
192 輸入 (台湾) 天然 西インド洋 ﾒﾊﾞﾁ 0.7 0.0050 0.035 0.040
193 輸入 (中国) 天然 中東大西洋 ﾒﾊﾞﾁ 0.5 0.012 0.12 0.13
194 国産 天然 北海道地方 ﾜｶｻｷﾞ 2.8 0.024 0.015 0.039
1 国産 天然 九州北西部沖 ｱｻﾘ 0.8 0.064 0.016 0.080
2 輸入 (韓国) 天然 北西太平洋 ｱｻﾘ 0.7 0.052 0.012 0.063
3 輸入 (ｵｰｽﾄﾗﾘｱ) 養殖 東インド洋 ｱﾜﾋﾞ 0.2 0 0.00010 0.00010
4 国産 天然 東北沖太平洋 ｱﾜﾋﾞ(ｴｿﾞｱﾜﾋﾞ) 0.8 0.0081 0.00021 0.0083
5 輸入 (中国) 養殖 北西太平洋 ｲﾀﾔｶﾞｲ 0.4 0.0070 0.0011 0.0081
6 国産 養殖 東北沖太平洋 ｶｷ(ﾏｶﾞｷ) 1.0 0.096 0.13 0.22
7 国産 養殖 瀬戸内海西部 ｶｷ(ﾏｶﾞｷ) 2.1 0.31 0.20 0.50
8 国産 養殖 瀬戸内海西部 ｶｷ(ﾏｶﾞｷ) 2.0 0.28 0.22 0.50
9 輸入 (韓国) 養殖 北西太平洋 ｶｷ(ﾏｶﾞｷ) 2.3 0.12 0.055 0.18
10 国産 天然 九州北西部沖 ｻｻﾞｴ 1.2 0.032 0.00043 0.032
11 国産 天然 九州北西部沖 ｻﾙﾎﾞｳ 0.6 0.29 0.052 0.34
12 国産 天然 山陰地方 ｼｼﾞﾐ(ﾔﾏﾄｼｼﾞﾐ) 1.8 0.32 0.45 0.77
13 国産 天然 伊勢・三河湾 ﾊﾞｶｶﾞｲ 0.9 0.045 0.073 0.12
14 国産 天然 関東沖 ﾊﾏｸﾞﾘ(ﾁｮｳｾﾝﾊﾏｸﾞﾘ) 0.7 0.048 0.065 0.11
15 国産 天然 オホーツク海 ﾎﾀﾃｶﾞｲ 0.4 0.0010 0.00063 0.0016
16 国産 天然 襟裳岬以東太平洋 ﾎﾀﾃｶﾞｲ 0.3 0.0020 0.00067 0.0027
17 国産 養殖 襟裳岬以西太平洋 ﾎﾀﾃｶﾞｲ 0.4 0.013 0.00043 0.013
18 国産 天然 襟裳岬以西太平洋 ﾎｯｷｶﾞｲ(ｳﾊﾞｶﾞｲ) 0.4 0.007 0.012 0.019
1 国産 天然 関東沖 ｲｾｴﾋﾞ 0.2 0.072 0.035 0.11
2 輸入 (ｶﾅﾀﾞ) 天然 北西大西洋 ｵﾏｰﾙｴﾋﾞ 1.7 0.18 0.47 0.65
3 国産 天然 瀬戸内海西部 ｶﾞｻﾞﾐ 0.2 0.22 0.064 0.28
4 国産 天然 伊勢・三河湾 ｸﾙﾏｴﾋﾞ 0.3 0.14 0.062 0.20
5 輸入 (ﾛｼｱ) 天然 北西太平洋 ｹｶﾞﾆ 0.2 0.017 0.026 0.043
6 国産 天然 東海沖 ｻｸﾗｴﾋﾞ 1.2 0.055 0.10 0.16
7 国産 天然 伊勢・三河湾 ｼｬｺ 0.6 0.27 0.23 0.50
8 輸入 (ｲﾝﾄﾞ) 天然 東インド洋 ｼｮｳﾅﾝｴﾋﾞ 0.5 0.0025 0.013 0.016
9 国産 天然 山陰沖 ｽﾞﾜｲｶﾞﾆ 0.3 0.16 0.12 0.28
10 輸入 (ﾛｼｱ) 天然 北西太平洋 ｽﾞﾜｲｶﾞﾆ 0.4 0.013 0.014 0.027
11 国産 天然 オホーツク海 ﾀﾗﾊﾞｶﾞﾆ 0.3 0.038 0.043 0.081
12 輸入 (ｱﾒﾘｶ) 天然 北東太平洋 ﾀﾗﾊﾞｶﾞﾆ 0.3 0.0020 0.0022 0.0042
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平成18年度魚介類中のダイオキシン類蓄積実態調査結果（本調査） ［別表１］
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13 国産 天然 襟裳岬以東太平洋 ﾊﾅｻｷｶﾞﾆ 0.4 0.0020 0.0012 0.0032
14 国産 天然 北陸沖 ﾍﾞﾆｽﾞﾜｲｶﾞﾆ 0.2 0.34 0.22 0.55
15 国産 天然 山陰沖 ﾍﾞﾆｽﾞﾜｲｶﾞﾆ 0.3 0.56 0.48 1.0
1 国産 天然 東北沖太平洋 ｱｶｲｶ 0.5 0.0085 0.013 0.021
2 国産 天然 東北沖太平洋 ｱｶｲｶ 0.5 0.0080 0.013 0.021
3 国産 天然 北海道沖日本海 ｳﾆ(ｴｿﾞﾊﾞﾌﾝｳﾆ) 5.2 0.10 0.023 0.12
4 国産 天然 北海道沖日本海 ｳﾆ(ｴｿﾞﾊﾞﾌﾝｳﾆ) 5.3 0.13 0.023 0.15
5 輸入 (ﾛｼｱ) 天然 北西太平洋 ｳﾆ(ｴｿﾞﾊﾞﾌﾝｳﾆ) 2.8 0.010 0.0014 0.011
6 国産 天然 大阪湾 ｺｳｲｶ 0.5 0.25 0.098 0.35
7 国産 天然 瀬戸内海東部 ｺｳｲｶ 0.5 0.19 0.17 0.36
8 国産 天然 瀬戸内海西部 ｺｳｲｶ 0.4 0.21 0.046 0.26
9 国産 天然 東北沖太平洋 ｺﾝﾌﾞ 0.6 0 0 0
10 国産 天然 東北沖太平洋 ｽﾙﾒｲｶ 1.2 0.0020 0.023 0.025
11 国産 天然 北陸沖 ｽﾙﾒｲｶ 1.2 0.058 0.095 0.15
12 輸入 (ﾓｰﾘﾀﾆｱ) 天然 中東大西洋 ﾀｺ 0.7 0 0.0013 0.0013
13 国産 天然 大阪湾 ﾀｺ(ﾏﾀﾞｺ) 0.4 0.41 0.40 0.81
14 国産 天然 東北沖太平洋 ﾅﾏｺ(ﾏﾅﾏｺ) 0.2 0.21 0.12 0.32
15 国産 養殖 九州北西部沖 ﾉﾘ 0.5 0.015 0.00056 0.015
16 輸入 (ﾓﾛｯｺ) 天然 中東大西洋 ﾓﾝｺﾞｳｲｶ 0.4 0.0020 0.032 0.034
17 輸入 (ﾀｲ) 天然 中西太平洋 ﾓﾝｺﾞｳｲｶ 0.4 0 0.012 0.012
18 国産 天然 北陸沖 ﾜｶﾒ 0.1未満 0.000011 0 0.000011

19 輸入 (中国) 養殖 北西太平洋 ﾜｶﾒ 0.3 0 0 0

（注）１．カタクチイワシ、コノシロ、マサバ、スズキ、タチウオ、ホッケの６種については、平成１８年度の食品の安
　　　　　全性に関する有害化学物質のサーベイランス・モニタリング年次計画による調査対象となっている。
　　　２．ダイオキシン類の濃度は、各化合物の実測値に毒性等価係数を乗じ、その合計値を有効数字２けたで表示した。
      ３．全てのダイオキシン類が定量下限値未満であった場合を「０」とした。
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平成18年度魚介類中のダイオキシン類蓄積実態調査結果（部位別調査） ［別表２］

1 国産 天然 東北沖太平洋 ｶﾂｵ 内臓 2.8 0.061 0.17 0.23
2 国産 天然 四国南部沖 ｶﾂｵ 内臓 0.8 0.085 0.16 0.25
3 国産 天然 東北沖太平洋 ｶﾚｲ(ﾏｺｶﾞﾚｲ) 卵巣 1.8 0.091 0.23 0.32
4 国産 天然 東京湾 ｶﾚｲ(ﾏｺｶﾞﾚｲ) 卵巣 0.5 0.41 2.0 2.5
5 国産 天然 九州北西部沖 ｶﾜﾊｷﾞ 肝臓 66.7 3.1 6.0 9.1
6 国産 天然 山陰沖 ｸﾛﾏｸﾞﾛ 赤身 1.5 0.20 1.0 1.2
7 国産 天然 山陰沖 ｸﾛﾏｸﾞﾛ 中トロ 8.4 1.1 5.0 6.1
8 国産 天然 山陰沖 ｸﾛﾏｸﾞﾛ 大トロ 23.1 2.7 13 16
9 国産 養殖 南西諸島沖 ｸﾛﾏｸﾞﾛ 赤身 18.5 0.89 2.9 3.8
10 国産 養殖 南西諸島沖 ｸﾛﾏｸﾞﾛ 中トロ 21.8 1.0 3.2 4.2
11 国産 養殖 南西諸島沖 ｸﾛﾏｸﾞﾛ 大トロ 42.0 2.0 6.1 8.1
12 国産 天然 北海道地方 ﾄﾞｼﾞｮｳ 筋肉 2.4 2.3 0.20 2.5
13 輸入 (中国) 天然 中国 ﾄﾞｼﾞｮｳ 筋肉 1.7 0.45 0.39 0.85
14 国産 天然 関東沖 ﾏｲﾜｼ 全体 15.1 0.069 0.22 0.29
15 国産 天然 東海沖 ﾏｲﾜｼ 全体 11.0 0.40 0.65 1.0
16 国産 (遠洋) 天然 南東大西洋 ﾐﾅﾐﾏｸﾞﾛ 赤身 5.1 0.044 0.42 0.47
17 国産 (遠洋) 天然 南東大西洋 ﾐﾅﾐﾏｸﾞﾛ 中トロ 8.8 0.082 0.83 0.91
18 国産 (遠洋) 天然 南東大西洋 ﾐﾅﾐﾏｸﾞﾛ 大トロ 16.4 0.18 1.8 2.0
19 輸入 (ｵｰｽﾄﾗﾘｱ) 養殖 東インド洋 ﾐﾅﾐﾏｸﾞﾛ 赤身 9.7 0.15 1.0 1.2
20 輸入 (ｵｰｽﾄﾗﾘｱ) 養殖 東インド洋 ﾐﾅﾐﾏｸﾞﾛ 中トロ 12.1 0.19 1.3 1.5
21 輸入 (ｵｰｽﾄﾗﾘｱ) 養殖 東インド洋 ﾐﾅﾐﾏｸﾞﾛ 大トロ 23.4 0.41 2.5 2.9
22 国産 (遠洋) 天然 南東大西洋 ﾒﾊﾞﾁ 赤身 1.5 0.050 0.26 0.31
23 国産 (遠洋) 天然 南東大西洋 ﾒﾊﾞﾁ 中トロ 2.0 0.073 0.38 0.45
24 国産 (遠洋) 天然 南東大西洋 ﾒﾊﾞﾁ 大トロ 7.5 0.25 1.3 1.6
25 国産 (遠洋) 天然 中東大西洋 ﾒﾊﾞﾁ 赤身 1.9 0.014 0.14 0.16
26 国産 (遠洋) 天然 中東大西洋 ﾒﾊﾞﾁ 中トロ 2.8 0.017 0.19 0.21
27 国産 (遠洋) 天然 中東大西洋 ﾒﾊﾞﾁ 大トロ 9.8 0.071 0.61 0.68
1 国産 天然 瀬戸内海西部 ｶﾞｻﾞﾐ 肝すい臓 8.8 8.1 3.9 12
2 国産 天然 山陰沖 ｽﾞﾜｲｶﾞﾆ 肝すい臓 15.3 6.2 8.9 15
3 輸入 (ﾛｼｱ) 天然 北西太平洋 ｽﾞﾜｲｶﾞﾆ 肝すい臓 7.5 0.46 0.81 1.3
4 国産 天然 北陸沖 ﾍﾞﾆｽﾞﾜｲｶﾞﾆ 肝すい臓 5.2 5.6 5.6 11
5 国産 天然 山陰沖 ﾍﾞﾆｽﾞﾜｲｶﾞﾆ 肝すい臓 15.2 23 32 55
1 国産 天然 東北沖太平洋 ｽﾙﾒｲｶ 内臓 44.2 1.1 2.4 3.5
2 国産 天然 北陸沖 ｽﾙﾒｲｶ 内臓 24.9 3.7 6.3 10

（注）ダイオキシン類等の濃度は、各化合物の実測値に毒性等価係数を乗じ、その合計の値を有効数字２けたで表示した。
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